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   子どもが自分のペースで話ができるよう傾聴を心がけ、結論を急がないようにしましょう。ま

た、子どもは話を聴いてもらえたことで安心することも多く、教職員が行う心のケアとしての効

果も期待できます。励ましのメッセージを伝えることで、子どもたちを勇気付けていきましょう。 

 新型コロナウイルス感染症に係る臨時休業、学校再開、登校日などで、不安定な昨年度末となりました。

そのため、新年度を迎える子どもたちがこれまでにない不安やストレスを抱え苦しんでいないか、日常の

様子の中から見取り、胸の内を聴き取ることが大切です。子どもの話を聴く上でのポイントを紹介します。 
 

聴き方 
 

◇無理に聴き出そうとせず、 

 子どもが自分から話すこと 

 をじっくりと聴く。 

◇「でもね…」「それより…」 

 など、子どもの話を遮った 

 り否定したりしない。 

◇暗い気持ちや否定的な感情 

 を共感的に受け止める。 

 

対応・伝え方 
 

◇叱咤激励ではなく、柔らか 

 い表現を用いて励ます。 

◇子どもに大人の理屈や考え 

 方を押し付けない。 

◇質問に対しては、できるだ 

 け正しい内容を、子どもが 

 理解できる言葉で伝える。 

 

   不安やストレスに気付きにくい、気付いても無
理に抑え込もうとする子どももいます。「不安の
サインを出してもいいんだ」と思えるような、日
常の環境づくりに努めていきましょう。 

 

    終わり方 
 

◇話してくれたことを 

 労い、内容をまとめ伝える。 

（例） 

 「よく話してくれたね。」 

 「～と思っているんだね。」 

◇必要に応じて他の教職員と 

 相談するかもしれないが、 

 秘密は守るから大丈夫だと 

 伝える。 

◇継続的に話をする必要があ 

 ると判断した場合は、今後 

 についての確認をする。 

    

   前に進む 
                          局長 長谷川 隆 

 

  本年度、東部教育局長に就任いたしました。どうぞよろしくお願いします。 

  今年も暖冬の影響で、早くも桜が満開となりました。学校も新年度がスタートし、先生方も子ども 

たちも、気持ちが高まっていることと思います。 

 しかしながら本年度は、新型コロナウイルス感染症の流行のため、不安な気持ちももちながらの船 

出となりました。子どもたちが安心して学校生活を送れるように、学校での過ごし方、学校行事の中 

止や延期、未指導部分への対応等いろいろと考えなくてはならないことに加え、先の見えない状況に 

対するストレスは、大きなものがあると思います。その一方で、昨年度末、登校してきた子どもたち 

の笑顔も、忘れることはできません。 

 これからも想定外の状況が起こるかもしれませんが、学校が 

子どもたちの成長を支える場であることに変わりはありません。 

そのためにも、学校をはじめ、家庭、地域社会そして行政が一 

丸となってこの困難を乗り越え、前に進んでいきましょう。 

 東部教育局では、本年度も１５名のスタッフで、市町教育委 

員会及び保育担当課と協働して、園・学校等の支援をしていき 

ます。新学習指導要領を踏まえた授業改善、いじめ・不登校対 

策、特別支援教育、幼児教育、社会教育等の充実に向け、信頼 

される東部教育局として、職員一同、精いっぱい取り組んでい 

きます。よろしくお願いいたします。 
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局長 長谷川 隆  次長 高田 章弘    

担 当 主 な 分 掌 

係長 西墻 ○中学校人事管理 

係長 杉原   
○教職員の給与・旅費 

○事務指導 

 長見 ○小学校人事管理 

担 当 主 な 分 掌 

次長  高田  ○社会教育の総括 

 平野 
○社会教育の推進 

○  

 

局 長   長谷川 隆 
         （鳥取市立青谷小学校より） 

次 長   高田 章弘          
（埋蔵文化財センターより） 

学事担当係長  杉原 夏季 
（鳥取市立稲葉山小学校より） 

大林 幹嗣  
（いじめ・不登校総合対策センターより） 

  

局 長   吉川 誠司 
（鳥取市立世紀小学校へ） 

次 長   髙村  勝 
（鳥取県立智頭農林高校へ）            

学事担当係長   河瀬 みわ子  
（鳥取市立南中学校へ）    

  泉 久美子 
（いじめ・不登校総合対策センターへ） 

 
  

ぜひ、ご活用ください。 

 東部教育局では、家庭学習の質向上推進事業、要請訪問での指導助言等を通じて、各園・学校にかかわ
らせていただいています。その他にも、次のような機会を設定して、東部地区の学校教育の充実に努めて
いるところです。今年度の計画は次のとおりです。ご参加お待ちしております。 

＜各種ワークショップ＞  ★特別支援教育（１回/年） 
 時期：令和２年６月１１日（木）午後 
 対象：特別支援学級の担任等 
 内容：自立活動の指導や学習のつまずきに対する支 
    援等について、特別支援教育コーディネーター 
    から具体的な助言を受ける。 

★社会教育（２回/年） 
 時期：夏季休業中、令和３年２月（予定） 
 対象：教職員、公民館職員等 
 内容：研修会等の運営の仕方、ファシリテーション、学 
      級開きの工夫などについて、講義と演習を行う。 

★授業改善（１回/年） 
 時期：令和２年８月中旬（予定） 
 対象：教職員 
 内容：教科指導や学級経営、生徒指導等、日頃気にな 
    っている点についてエキスパート教員に学ぶ。 

★東部地区幼保小連携・接続推進研修会 
 時期：令和３年１～２月（予定） 
 対象：園・小学校、義務教育学校、特別支 
    援学校の教職員等 

内容：幼保小のさらなる連携・接 
   続の推進と充実を図るため、 
    幼保小連携事業委託園・小 
   学校の取組等をもとに学ぶ。 

＜各種研修会＞ 

★幼保小連携・接続（１回/年） 
 時期：夏季休業中（予定） 
 対象：小学校、義務教育学校、特別支援学校の教職員 
 内容：「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏 
    まえた小学校での指導の在り方について学ぶ。 

（学力向上に係る研修会） 
★学びの質向上研修会 
 時期：令和２年５月（予定） 
 対象：研究主任等 
★家庭学習の質向上研修会 
 時期：令和２年１２月（予定） 
 対象：教職員 

担 当 主  な  分  掌 

  ○学校教育指導の総括 ○市町教委・関係課との連携   

 広富 ○学力向上 ○図書館教育 ○研修派遣 ○プログラミング教育 

 濵田 ○生徒指導 ○小学校教育課程 ○エキスパート教員 ○道徳教育  

 角田 ○生徒指導 ○中学校教育課程 ○進路指導 ○キャリア教育

 大林 ○特別支援教育 ○福祉教育 ○環境教育 ○安全教育 

 星見 ○幼稚園教育課程 ○幼児教育 ○健康教育 ○センター研修 

 渡邊 ○学力向上 ○教科用図書 ○国際理解教育 ○外国語教育 

 平田 ○高等学校教育相談  

 矢部 ○園の訪問指導 

係長 原田 


